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1999 年台湾集集地震 Chelungpu 断層における温度測定Ⅲ 
中尾節郎・伊藤久男・James MORI・藤尾良・加納靖之 
１．はじめに 








られる中、水晶温度計および白金温度計による測定を 2005 年 3 月より開始した。今回
の報告は主に 9 月に測定したことについて報告する。 
 
２．測定方法 













写真 2 作業風景 
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定を行った。連続測定の沈降速度は約 1.1m/min で、上昇速度は約 0.4m/min であった。 
３．測定結果 
 1 回目の測定では、1230m から 740m 付近まで引き上げながら、計測したい深度での
測定を行った。図 1 に、白金温度計の ch4、5 を用いた温度プロファイルの結果を示す。
この図から分かるように、1100m 付近において温度異常が見られることが分かった。 
2 回目の測定では、1250m から 900m 付近まで沈めながらの連続測定を行った。なお、
測定のサンプリング間隔は 10 秒である（図 2）。また、図に丸で示す赤色と緑色は沈め     
 
    図１ 白金温度計による温度プロファイル（上：赤色、水色の丸） 
 
図 2 水晶温度計による温度プロファイル（上線：赤色、緑色 下線：水色、赤紫） 
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て行った時、水色と赤紫色は引き上げ時の測定値である。図で分かるように、両者と
もいずれも約 1100m 付近において同程度の温度異常が見られる。 
 
４．まとめ 























図 3 水晶温度計 
（下降時の温度プロファイル、上：赤色、下：緑色） 
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６．終わりに 
蛇足ではあるが、写真 2 に示すように今回の作業では安全衛生管理面から、常時ヘ
ルメットの着用を義務付けて作業を行った。また、今回 2 週間の長期滞在となり、朝 7
時から夜 8 時までの作業が続き、生活習慣の異なる外国出張で疲労が蓄積され、仕事
に影響が出てはいけないと言うことで途中 1 日の休息日が設けられた。実際仕事に携
わっていた著者にとっては、リフレッシュできた貴重な 1 日であったことに感謝して
いる。 
今回、2 週間という時間に制約される中の外国出張ではあったが、労働安全衛生を考
えながら研究・技術支援できることは大切であることを痛感した。ご配慮いただきま
した先生方に、深く感謝致します。 
 
